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毛木の総田原地区にあり、言い伝えによると、

昔、太田川に流れ着いた観音様が見つかり、地

区の人で供養したのが始まりという。今でも観

音様が祀ってあり、毎年４月に地元の人たちが

お経をあげ、花見をしている。
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太田川に流れ着いた観音様
地元が手厚く祀っている
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創建は室町時代初期　戦国武将の祈願所として栄える

毛木にはこれらの他、小祉が残さ

れており、主なものを上げると次

の通りである。

①若宮大幡神社（毛木深山口）

②恵比寿堂（才ノ原）

③薬師堂（毛木中組）

④住吉大明神（立野）
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また、才ノ原には JR 西日本広島

総合グラウンドがあり、野球場や

国際試合も可能なホッケー競技

場がある。
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毛
木
は
山
に
囲
ま
れ
、
太
田
川
と
そ
の

支
流
毛
木
川
の
流
域
に
位
置
し
、
西
毛
木

と
も
呼
ば
れ
現
在
、
約
９０
戸
の
集
落
で
す
。

　

毛
木
村
は
鎌
倉
時
代
中
期
の
「
安
芸
国

国
衙
領
注
進
状
」
に
「
阿
土
毛
木
村
」
と

あ
り
、
阿
土
（
現
在
の
安
佐
南
区
沼
田
町

阿
戸
）
と
毛
木
村
を
合
わ
せ
て
国
衙
領
で

し
た
。
毛
木
村
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治

２２
（
１
８
８
９
）
年
ま
で
の
村
名
で
、
元
和

５
（
１
６
１
９
）
年
の
「
安
芸
国
知
行
帳
」
で

は
「
け
木
村
」
と
あ
り
ま
す
。
明
治
２２
（
１

８
８
９
）
年
４
月
１
日
、
４
か
村
（
毛
木

村
外
３
村
）
が
合
併
し
新
し
い
村
名
は
日

浦
村
の
大
字
毛
木
と
な
り
ま
し
た
。
当
時

の
産
業
と
し
て
は
、
農
業
の
他
に
川
船
稼

業
、
紙
透
、
山
仕
事
の
ほ
か
焔
硝
も
産
出

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
葉
藍
の
栽
培
や
藩

の
簗
も
設
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
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最
近
で
は
、
毛
木
地
区
に
あ
っ
た
旧
日

浦
西
小
学
校
は
明
治
７
（
１
８
７
４
）
年
の

開
校
以
来
１
３
４
年
も
の
歴
史
を
刻
み
、

平
成
２０
（
２
０
０
８
）
年
に
閉
校
し
ま
し
た
。

跡
地
を
利
用
し
て
集
会
所
が
新
築
さ
れ
、

自
治
会
等
各
団
体
の
行
事
を
実
施
す
る
な

ど
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
跡
地
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
地

区
民
運
動
会
等
を
開
催
し
、
特
に
昭
和
３０

年
代
か
ら
始
ま
っ
た
運
動
会
は
６０
回
を
数

え
る
伝
統
の
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

毛
木
は
道
幅
が
狭
く
カ
ー
ブ
が
多
い
た

め
歩
い
て
の
散
策
は
危
険
で
す
。
し
か
し
、

写
真
で
紹
介
し
て
い
る
場
所
に
つ
い
て
は

近
距
離
で
あ
り
、
危
険
な
所
は
わ
ず
か
で

す
。
毛
木
古
城
跡
に
つ
い
て
は
、
急
峻
な

地
形
で
あ
り
、
時
間
も
要
す
る
の
で
登
山

の
つ
も
り
で
行
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　

毛
木
公
会
堂
（
③
）
へ
駐
車
し
、
個
々
を

拠
点
に
し
て
散
策
す
れ
ば
、
１
時
間
余
り

で
見
て
回
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

え
ん
し
ょ
う

は　

あ
い

や
な

太田川対岸から見た毛木地区。左に広島自動車道が見える
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